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 6月11日(土)の参観日には、お忙しい中、大勢の方がお越しくださり、誠にありがとうござ

いました。参観授業の「かしむら学」では、地域の皆様も大勢参加してくださり、とても嬉し

かったです。挨拶が十分にできないまま終わり、申し訳ありませんでした。感想もたくさんお

寄せいただき、今後の教育活動に生かしていきたいと強く思いました。この日は、盛りだくさ

んで、学級懇談会、PTA救命救急法講習会、引渡訓練と、ハードなスケジュールでしたが、皆

様のご協力により、すべて、スムーズに終えることができたことに感謝申し上げます。ありが

とうございました。 

 はや、6月も中旬を迎えました。例年より遅めですが、梅雨入りもして、天候が優れない日

も増えそうです。健康管理に気をつけながら、元気に学校生活を送りたいと思います。引き続

き、応援よろしくお願いします。 

【かしむら学】保護者の方９名、地域の方２３名の参加がありました。児

童・職員も合わせると、４０人を超えていました。大盛況！嬉しいです！ 

https://www.city.maniwa.lg.jp/site/kashimura-es/


【かしむら学】 ～ ふりかえり ＆ 感想 ～ 

※ たくさんのお声をお聞かせいただきました。ありがとうございます。 

紙面の都合上、すべては掲載できませんが、お許しください。 

【児童】 

・樫邑は昔、樫村と書いていた。樫邑はとても大切な場所。美作紙はとても質が良い。 

・樫邑はえらい人たちに関わっていたことがわかりました。樫邑は「樫」という事がわかりま

した。昔は、税金の代わりにお米を出していることがわかりました。 

・わたしは、昔、人が西には７０７人住んでいたのと、東には２３１人で西と東のちがいがよ

くわかりました。 

【地域の皆様】 

・樫邑の歴史を知れて良かったです。質の良い紙ができることが今でも継がれていてとても良

い事だと思いました。紙を作るという大切な文化を今後も守り継いでいきたいですね。 

・地元に住んでいても知らない話がたくさんあり、勉強になりました。和紙作りの歴史も昔か

ら作られていたことに驚きました。やはり、材料の三椏作りに向く土地だったからかと思い

ます。これからも三椏や和紙を大事にしていく活動をしていきたいと改めて感じました。 

・よりよい未来を築くために歴史を学ぶと認識しています。（略）樫邑が要所であったという

ことがわかりました。それは、今も産業・流通の要となる資質を秘めているということであ

り、可能性です。時代の流れで、すたれても、今の時代だから生きるものがあるはずです。

今日の学びは、そのきっかけの一つだと感じました。 

・大変興味深いお話でした。児童と同席でしたので、やむを得ませんが、もっとじっくりお聞

きしたかったです。画期的な企画であったと思います。大勢の参加者がそれを証明している

と思います。 

・地域に住んでいながら、わからなかったことが、大変よくわかりました。 

・ここ数年PTA活動で三坂山に登山に行っていますが、その際、三坂峠を見つけてどんな何を

する場所なのかと話していました。今日、前原先生のお話を聞いて、あの場所の事だと感動

しました。生まれ育った場所の知られざる歴史が勉強できてとても良かったです。 

・樫邑の歴史がよくわかりました。このような歴史学をまたつくってください。鴻殖城などま

だまだ学びたいです。 

・樫邑の和紙が以前よりお金に使われていたことは知っていましたが何百年も前から続くもの

とは知りませんでした。お城やお米などを通じて歴史を知れたので興味が持てました。 

・自分の住んでいる地域にこんな歴史があると知り、嬉しく思いました。子どもたちもこの地

に誇りを持って、生きていってくれたらなと思います。とても貴重な時間を設定していただ

き、ありがたかったです。先生のお話もわかりやすくておもしろかったです。２回目もあっ

たらなお嬉しいです。 

・樫邑の歴史についての学習は初めてで、研修室は４０人以上の人でいっぱいで、予想外でし

た。地元について知っているようで昔の事は知らない事が多く、とても勉強になりました（

美和の和紙で栄えた事、平氏の勢いが強い地域であった事、羽柴秀吉との事）。これからも

地元の人達が集える企画をお願いします。 

・有意義でした。また、続きを聞きたいと思います。 

 

    

 

 

この他にもたくさんお寄せいただきまし

た。次回の「かしむら学」を期待する声が次

々と寄せられています。実現に向けて尽力

したいと思います。 

「やさしいことだけではなく、たまには難しいこと

を聞くのも大事だと思います。」等、教育活動に対する

ご意見もいただきました。ありがとうございます。 


